放電　様式１１
     
診療用放射性同位元素使用器具翌年使用届


令和　　年　　月　　日　　


兵庫県　　　県民局長　様

                               　　　　　  　　　　　　管理者名　                           　   

  医療法第15条第3項の規定により翌年使用する診療用放射性同位元素について、次のとおり届け出ます。

	病　  　院

又　は

診  療  所
	名　   称 (ふ  り  が  な)
	

	
	所 在 地
	 〒　　　－
                              TEL　　　　(　　)
                              FAX        (    )

	     放射性同位元素の種類
	

	     放射性同位元素の形状
	

	 １　翌 年 使 用 予 定 数 量
	

	
	 年 間 使 用 数 量 （Ｂｑ）
	

	
	 ３月間最大使用数量（Ｂｑ）
	

	
	 １日最大使用数量（Ｂｑ）
	

	
	 最大貯蔵数量（Ｂｑ）
	

	 ２　本 年 使 用 予 定 数 量
	

	
	 年 間 使 用 数 量 （Ｂｑ）
	

	
	 ３月間最大使用数量（Ｂｑ）
	

	
	 １日最大使用数量（Ｂｑ）
	

	
	 最大貯蔵数量（Ｂｑ）
	

	 ３　備付届使用予定数量
	

	
	 年 間 使 用 数 量 （Ｂｑ）
	

	
	 ３月間最大使用数量（Ｂｑ）
	

	
	 １日最大使用数量（Ｂｑ）
	

	
	 最大貯蔵数量（Ｂｑ）
	



注）１　「本年使用予定数量」については、概ね１月～１１月までの使用実績数量を基に算出すること。 
　　２　「９９Ｍｏ－９９ｍＴｃ」はジェネレータ溶出核種である９９Ｍｏと９９ｍＴｃの数量を同一欄に別々に記入し、同位元素の種類欄に「９９Ｍｏ－９９ｍＴｃ」と記載すること。
３　「備付届使用予定数量」には、備付届又は直近の変更届に記載されている数量を記載すること。
なお、「備付届使用予定数量」の３月間最大使用数量については、平成１３年４月以降に備付又は変更があった施設のみ記載すること。
４　本紙に記載しきれない場合は、別葉に記載のこと。
 


